
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

同
時
代
評
の
俳
人
子
規
像

　
こ
の
よ
う
な
通
説
が
あ
る
。

　
「
正
岡
子
規
は
近
代
俳
句
の
祖
で
あ
り
、
子
規
こ
そ
が
停
滞
し
た
俳
壇
を
改

革
し
た
俳
人
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
俳
壇
は
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ

た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
月
並
調
俳
句
が
践
胤
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
て
し

　
　
ま
っ
た
俳
句
と
い
う
荒
野
に
、
全
情
熱
を
傾
け
て
開
墾
の
鍬
を
入
れ
た
の

　
　
が
子
規
だ
っ
た
。
（
復
本
一
郎
『
正
岡
子
規
・
革
新
の
日
々
』
本
阿
弥
書

　
　
店
、
平
成
1
4
・
６
・
2
0
）

　
そ
し
て
従
来
の
定
説
に
よ
れ
ば
、
肥
沃
な
俳
壇
を
荒
廃
さ
せ
た
の
は
「
月

並
」
俳
諧
宗
匠
達
で
、
子
規
が
「
荒
野
」
と
化
し
か
俳
壇
を
短
期
間
で
成
長
さ

せ
定
着
さ
せ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
日
本
新
聞
社
」
に
入
社
。
月
給
一
五
円
。
同
社
入
社
前
か
ら
同
紙
に

　
　
「
熊
祭
書
屋
俳
話
」
を
連
載
（
一
八
九
二
年
六
～
一
〇
月
）
、
読
者
の
反
響

二
四

青
　
　
木
　
　
亮
　
　
人

　
　
は
大
き
く
、
子
規
の
俳
句
革
新
運
動
の
第
一
声
と
な
っ
た
。
（
略
）
子
規

　
　
は
驚
く
べ
き
短
期
間
に
俳
句
革
新
の
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。
彼
は
九
三
年

　
　
頃
か
ら
～
（
以
下
略
）
（
『
現
代
俳
句
大
事
典
』
正
岡
子
規
項
「
大
岡
信
執

　
　
筆
」
ノ
ニ
省
堂
、
平
成
1
7
・
1
1
・
2
0
）

　
こ
れ
ら
の
解
説
か
ら
は
、
子
規
が
俳
句
改
革
を
瞬
く
問
に
完
成
さ
せ
、
そ
れ

に
対
し
否
定
さ
れ
た
宗
匠
達
は
黙
々
と
子
規
の
後
背
を
拝
し
た
と
い
う
印
象
を

受
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
仮
に
子
規
の
俳
句
理
念
が
革
新
的
だ
と
す
れ
ば
、
多
く
の
反
応
を
惹
起
し
た

は
ず
だ
が
、
俳
壇
に
お
け
る
当
時
の
子
規
評
は
不
分
明
で
、
未
だ
調
査
過
程
で

　
①
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
の
子
規
達
を
明
治
俳
壇
に
還
元
し
、
彼
ら
の
位
相
を
再
考
察
す

る
。
そ
の
結
果
、
子
規
達
の
同
時
代
評
が
多
数
存
在
し
、
横
紙
破
り
の
俳
人
で

あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



一
、
日
本
新
聞
社
員
と
い
う
出
発

　
子
規
は
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
よ
り
俳
論
等
を
本
格
的
に
発
表
す
ふ
。

当
時
の
彼
は
東
京
帝
国
大
学
生
で
あ
っ
た
が
す
で
に
小
説
家
に
な
る
決
意
を
固

め
て
い
た
。
し
か
し
程
な
く
挫
折
し
大
学
を
退
学
、
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
、

以
後
は
「
日
本
新
聞
」
に
句
作
や
俳
論
を
発
表
し
始
め
る
。
従
来
よ
り
俳
人
子

規
の
誕
生
と
語
ら
れ
て
き
た
経
歴
で
あ
娠
。

　
し
か
し
俳
人
と
し
て
捉
え
る
に
は
、
奇
妙
な
出
発
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら

子
規
は
、
庵
号
を
嗣
が
ず
に
新
聞
紙
へ
俳
論
等
を
発
表
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
当
時
、
俳
人
は
俳
諧
宗
匠
門
下
と
な
り
、
修
行
を
経
て
、
師
匠
か
ら
立
机
が

許
さ
れ
宗
匠
と
認
め
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　
高
名
な
其
角
堂
永
機
門
の
立
机
を
例
に
取
れ
ば
、
明
治
一
七
年
に
門
人
七
名

が
立
机
し
た
。
ま
ず
門
下
生
は
考
試
を
受
け
、
三
日
間
で
百
韻
（
百
句
の
連

句
）
十
巻
の
満
尾
後
ノ
水
機
よ
り
免
判
状
と
其
角
相
伝
の
俳
諧
作
法
書
を
授
与

さ
れ
る
。
次
い
で
新
宗
匠
達
は
作
品
を
披
露
（
文
台
開
と
い
う
）
、
文
台
開
を

永
機
の
序
文
と
と
も
に
『
い
は
で
こ
そ
』
と
し
て
梓
行
し
た
。
そ
う
し
て
彼
ら

は
晴
れ
て
俳
諧
宗
匠
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
紐
。

　
こ
の
時
、
宗
匠
田
辺
機
一
は
巽
離
庵
な
る
号
を
授
与
さ
れ
た
が
、
彼
は
明
治

二
〇
年
に
永
機
の
後
を
襲
っ
て
其
角
堂
を
嗣
号
す
る
。
そ
の
時
の
其
角
堂
嗣
号

代
金
は
三
百
円
で
あ
っ
た
と
い
竹
。
永
機
門
の
立
机
費
用
は
不
明
で
あ
り
、
俳

俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

人
達
が
一
様
に
永
機
門
と
同
様
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
こ
の

よ
う
に
宗
匠
を
名
乗
る
た
め
に
は
一
定
の
手
続
き
と
諸
費
用
が
必
要
だ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
当
時
は
立
机
に
文
台
開
を
経
た
俳
諧
宗
匠
が
い
わ
ゆ
る
俳
人
で
あ
り
、

句
作
や
俳
論
を
発
表
し
て
も
俳
人
と
言
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
子
規
は
こ
れ
ら
の

手
続
き
を
経
ず
に
新
聞
社
員
と
し
て
俳
論
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

　
発
表
媒
体
が
新
聞
紙
で
あ
っ
た
の
も
珍
し
い
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
あ
る
俳

諧
宗
匠
は
、
新
聞
紙
の
俳
論
に
対
し
「
新
聞
投
書
家
」
に
俳
諧
は
分
か
ら
な
い

と
批
判
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
　
俳
諧
は
一
の
文
学
な
り
、
一
の
美
術
な
り
。
以
て
精
神
を
発
揮
し
思
想

　
　
を
高
尚
に
す
る
の
徳
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
を
用
ふ
る
宜
し
き
を
得
ば
、

　
　
社
会
の
有
用
文
字
た
る
べ
き
は
亦
疑
ひ
を
容
れ
ざ
る
な
り
。
不
幸
な
る
か

　
　
な
、
俳
人
中
に
尽
力
家
な
く
又
学
者
な
く
、
為
に
其
発
達
未
だ
完
全
の
域

　
　
に
至
ら
ず
し
て
中
道
に
止
ま
り
、
其
間
種
々
の
流
弊
を
受
け
て
今
や
世
に

　
　
卑
劣
視
せ
ら
る
こ
有
と
は
為
り
了
れ
り
。
（
森
三
渓
「
俳
諧
論
」
、
「
読
売

　
　
新
聞
」
明
治
2
3
・
８
・
６
）

　
森
は
こ
の
よ
う
に
、
俳
諧
は
「
文
学
」
か
つ
「
美
術
」
で
あ
り
、
「
社
会
の

有
用
文
学
」
た
る
べ
き
だ
が
、
俳
人
に
「
尽
力
家
な
く
又
学
者
」
が
存
在
し
な

い
た
め
に
俳
諧
が
「
卑
劣
視
」
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
当
時
、
西
欧
の
（
文
学
谷
忿
回
忿
Ｓ
）
」
（
美
術
宣
は
）
」
は
日
本
を
最
新
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

明
へ
導
く
実
学
と
も
期
待
さ
れ
、
西
欧
絵
画
及
び
小
説
が
参
照
さ
れ
る
と
同
時

に
江
戸
期
以
来
の
小
説
、
歌
舞
伎
、
詩
歌
等
を
「
文
学
」
と
し
て
捉
之
直
す
思

潮
が
高
ま
っ
て
い
た
。
明
治
二
〇
年
代
、
「
文
学
」
は
「
崇
高
（
呂
Ｚ
Ｅ
Ｓ
）
」

な
る
「
美
（
ｒ
呂
々
）
」
を
有
す
る
た
め
「
精
神
を
発
揮
し
思
想
を
高
尚
に
す

る
」
（
前
記
引
用
文
）
徳
用
が
あ
り
、
従
っ
て
国
民
教
化
の
一
助
と
な
る
と
考

え
ら
れ
た
の
で
あ
紐
。
森
三
渓
は
こ
の
思
想
を
背
景
に
俳
諧
も
「
文
学
」
と
な

る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
森
論
に
反
論
し
た
の
が
桐
子
園
三
森
幹
雄
で
あ
る
。

　
　
　
俳
諧
文
学
に
あ
ら
ず
と
云
も
非
な
り
。
（
略
）

　
　
　
　
菜
畑
に
花
見
か
は
な
る
雀
か
な
　
翁

　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
　
水
底
も
見
て
来
た
顔
の
小
鴨
哉
　
丈
草

　
　
（
略
）
連
雀
何
ぞ
大
鵬
の
心
を
知
ら
ん
と
い
ふ
を
転
じ
た
る
比
諭
な
り
、

　
　
花
見
顔
な
る
と
雀
の
喬
り
や
か
な
る
を
聞
せ
た
る
な
り
。
例
へ
ば
、
新
聞

　
　
投
書
家
な
ど
が
あ
る
い
は
一
年
、
あ
る
い
は
二
年
も
投
書
す
れ
ば
立
派
な

　
　
る
文
学
者
め
か
し
て
、
俳
諧
師
に
は
学
者
な
く
、
文
学
を
学
ば
ざ
る
ゆ
え

　
　
文
精
密
な
ら
ざ
る
、
否
文
章
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
俳
諧
は
詞
少
な
き
が
た

　
　
め
に
そ
の
限
界
も
ま
た
狭
し
な
ど
、
文
学
者
顔
し
た
る
者
な
ど
に
比
諭
す

　
　
べ
き
発
句
な
り
。
（
略
）
祖
翁
の
文
法
に
於
け
る
、
是
を
和
漢
の
英
傑
に

　
　
と
り
て
、
以
て
古
人
の
俳
諧
を
改
め
、
正
風
体
を
成
し
た
る
も
の
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
雀
や
小
鴨
の
伺
ひ
し
る
処
に
あ
ら
ず
。
（
「
文
学
区
域
の
論
」
、
「
俳
諧
矯
風

　
　
雑
誌
」
1
5
号
、
明
治
2
3
・
９
）

　
幹
雄
は
、
「
祖
翁
（
芭
蕉
）
」
の
「
正
風
体
」
は
渡
来
思
想
の
「
文
学
」
を
生

誓
り
し
た
「
新
聞
投
書
家
」
の
知
る
処
で
は
な
い
と
反
駁
し
付
。
芭
蕉
と
丈
草

の
句
解
を
通
じ
た
反
論
は
俳
人
と
し
て
の
立
場
を
強
調
す
る
意
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　
興
味
深
い
の
は
、
「
新
聞
投
書
家
」
に
俳
諧
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
論
法

で
あ
る
。
幕
末
期
か
ら
活
躍
し
た
三
森
幹
雄
は
全
国
に
名
を
知
ら
れ
た
宗
匠
で

あ
り
、
当
時
の
俳
壇
の
雄
と
言
っ
て
ょ
づ
。
幹
雄
に
と
っ
て
新
聞
と
い
う
新
メ

デ
ィ
ア
は
「
祖
翁
」
以
来
の
俳
諧
を
語
る
に
相
応
し
く
な
い
俳
壇
外
の
発
表
媒

体
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
新
聞
社
員
子
規
の
俳
論
「
瀬
祭
書
屋
俳
話
」
（
「
日
本
新
聞
」
明
治

2
5
・
６
・
2
6
～
同
年
1
0
・
2
0
）
は
海
の
物
と
も
山
の
物
と
も
知
れ
な
い
と
さ
れ

た
の
か
、
宗
匠
達
の
反
響
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

二
、
俳
壇
と
「
瀬
祭
書
屋
俳
話
」

　
管
見
で
は
宗
匠
達
か
ら
の
反
応
は
三
例
で
あ
り
、
う
ち
二
例
は
「
頬
祭
書
屋

俳
話
」
が
批
評
し
た
撫
松
庵
兎
袁
と
其
角
堂
機
一
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
兎
袁
で
あ
る
が
間
接
的
な
反
応
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
知
人
の
水
野

南
河
が
反
論
す
る
と
い
う
形
で
「
日
本
新
聞
」
明
治
二
五
年
九
月
一
七
日
に
掲

載
さ
れ
た
。
内
容
は
、
子
規
が
兎
嗇
著
『
俳
諧
麓
廼
栞
』
を
批
判
し
た
た
め
に



水
野
が
反
駁
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
兎
袁
か
ら
の
直
接
の
言
は
管
見
に
入

ら
な
い
が
、
彼
の
著
作
を
踏
ま
え
た
水
野
の
反
駁
は
「
頻
祭
書
屋
俳
話
」
の
反

響
と
言
え
よ
う
。

　
よ
り
明
確
な
反
応
と
し
て
其
角
堂
機
一
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
が
明
治
二
五
年

三
月
に
俳
論
書
『
発
句
作
法
指
南
』
を
出
版
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
八
月
に
「
頬

祭
書
屋
俳
話
」
が
そ
れ
を
取
り
上
げ
、
数
度
に
渡
り
批
判
し
た
。
す
る
と
機
一

は
同
年
一
〇
月
に
再
版
を
出
版
、
増
補
箇
所
に
て
子
規
を
暗
に
訊
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
両
者
の
応
酬
は
、
宗
匠
と
子
規
の
俳
諧
理
念
に
お
け
る
差
異
を
示
す

例
と
し
て
興
味
深
聯

　
こ
れ
ら
と
幾
分
異
な
る
反
響
と
し
て
京
都
の
花
の
本
聴
秋
主
宰
「
鴨
東
新

誌
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
九
六
号
（
明
治
2
6
）
に
、
「
瀬
祭
書
屋
俳
話
」
の
一

節
（
伝
瓢
水
句
「
さ
て
は
あ
の
月
が
鴫
い
た
か
時
鳥
」
及
び
加
賀
千
代
女
の

項
）
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
子
規
の
署
名
を
明
記
し
な
い
摘
録
で

あ
り
、
人
口
に
檜
矢
し
た
話
題
に
注
目
し
た
「
鴨
東
新
誌
」
側
の
無
断
転
用
と

考
え
ら
れ
仙
。

　
こ
れ
ら
か
ら
一
部
の
宗
匠
は
「
熊
祭
書
屋
俳
話
」
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
が
、
機
一
ら
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
り
、
俳
壇
全
体
と
し
て
は
注
目
さ

れ
な
か
っ
た
と
言
え
よ
兄
。
例
え
ば
、
三
森
幹
雄
主
宰
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」

（
以
下
、
「
明
倫
雑
誌
」
と
表
記
）
に
は
同
時
代
俳
人
評
が
多
数
掲
載
さ
れ
、
そ

こ
に
は
『
発
句
作
法
指
南
』
批
判
も
連
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
規
俳
論

　
　
　
　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

の
評
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
飴
。

　
こ
の
よ
う
に
同
時
代
評
を
調
査
す
れ
ば
、
『
現
代
俳
句
大
事
典
』
（
本
稿
冒
頭

に
引
用
）
が
「
熊
祭
書
屋
俳
話
」
の
「
読
者
の
反
響
は
大
き
く
」
と
記
し
た
の

は
、
「
明
治
＝
子
規
の
俳
句
革
新
」
と
い
っ
た
物
語
を
な
ぞ
っ
た
に
過
ぎ
な
い

と
言
え
よ
沁
。

　
ま
た
、
現
在
で
は
子
規
の
俳
句
革
新
の
要
と
さ
れ
て
い
る
「
芭
蕉
雑
談
」

（
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
6
・
1
1
・
1
3
～
同
2
7
・
１
・
2
2
）
も
当
時
は
注
目
さ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
明
倫
雑
誌
」
を
例
に
取
れ
ば
、
明
治
二
六
年
は
芭

蕉
没
後
二
百
年
目
で
あ
り
、
従
っ
て
三
森
幹
雄
は
誌
面
等
で
二
百
年
忌
祭
を
大

々
的
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
子
規
は
「
芭
蕉
雑
談
」
で
そ
の

よ
う
な
芭
蕉
信
仰
を
正
面
切
っ
て
否
定
し
た
。
し
か
し
そ
の
激
烈
な
批
判
に
も

関
わ
ら
ず
、
「
明
倫
雑
誌
」
等
に
反
応
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
幹
雄
達
が
子
規
の
俳
論
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
無
視
し
た
の
か
は
詳
ら
か

に
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
明
治
二
五
～
七
年
頃
の
俳
人
子
規
は
そ
の
程
度

の
存
在
で
あ
っ
た
。三

、
「
俳
諧
風
聞
記
」
以
降

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
八
年
以
降
に
子
規
評
が
急
増
す
る
。

日
清
戦
争
後
、
世
間
に
俳
句
流
行
の
兆
し
が
高
ま
り
、
文
学
雑
誌
に
は
俳
句

に
旅
中
す
る
者
を
顛
惰
と
難
じ
る
記
事
も
出
始
め
加
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中

二
七



　
　
　
　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

で
子
規
ら
は
明
治
の
新
俳
人
と
注
目
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
が
起
こ
り
始
め
た

の
で
あ
る
。

　
子
規
達
の
評
判
を
決
定
付
け
た
の
は
岡
野
知
十
「
俳
諧
風
聞
記
」
（
「
毎
日
新

聞
」
明
治
2
8
・
９
・
1
8
～
同
年
1
0
・
１
）
で
あ
っ
た
。
幕
末
以
来
の
俳
壇
は

「
蒼
蛙
の
余
渥
と
す
る
旧
派
俳
諧
者
流
」
（
９
・
2
2
）
の
た
め
停
滞
す
る
も
尾
崎

紅
葉
と
子
規
の
出
現
に
よ
っ
て
一
変
し
た
と
い
う
史
観
を
提
示
し
、
「
新
派
を

代
表
す
る
は
勿
論
正
岡
子
規
な
り
」
（
９
・
2
7
）
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
前
に
も
「
子
規
＝
新
派
」
と
す
る
評
は
存
在
し
て
い
た
が
、
「
俳
諧
風
聞

記
」
の
特
徴
は
幕
末
か
ら
明
治
二
八
年
ま
で
を
一
本
の
俳
諧
史
と
し
て
俯
瞰
し
、

子
規
を
改
革
者
と
し
た
史
観
に
あ
っ
た
と
言
え
仙
。

　
従
来
、
宗
匠
機
一
や
幹
雄
ら
と
新
聞
記
者
子
規
は
比
較
不
能
な
存
在
で
あ
っ

た
が
、
「
俳
諧
風
聞
記
」
は
俳
壇
外
の
子
規
を
俳
諧
史
の
中
央
に
据
え
る
こ
と

で
両
者
を
同
じ
土
俵
で
比
較
す
る
認
識
を
提
示
し
、
し
か
も
旧
派
宗
匠
は
子
規

ら
新
派
に
改
革
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
進
歩
史
観
を
含
意
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
「
子
規
＝
新
派
」
の
他
に
も
、
子
規
ら
は
標
章
が
貼
ら
れ
た
。

　
　
　
正
岡
子
規
が
日
本
新
聞
の
文
苑
欄
を
文
台
と
し
、
そ
の
一
派
を
率
ひ
て

　
　
日
々
俳
句
を
採
録
す
る
や
、
評
判
と
り
ぐ
な
り
き
。
し
か
し
て
結
局

　
　
「
蕪
村
調
」
な
り
と
の
品
定
は
、
万
ロ
ー
斉
に
出
し
と
こ
ろ
な
り
き
。

　
　
（
略
）
賞
美
の
意
あ
り
、
嘲
弄
の
意
あ
り
。
（
「
毎
日
新
聞
」
９
・
2
8
）

　
「
俳
諧
風
聞
記
」
に
よ
る
と
、
子
規
ら
の
句
は
「
蕪
村
調
」
で
、
賛
否
両
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

を
巻
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
「
蕪
村
調
」
は
注
意
を
要
す
る
。
そ
れ
は
現
在
、
明
治
の
蕪
村
発
見
は

子
規
達
と
さ
れ
る
が
、
当
時
は
広
く
蕪
村
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
お
り
、
「
旧

派
」
の
方
が
関
連
書
を
早
く
出
版
し
て
い
加
。
従
っ
て
子
規
達
の
特
徴
は
盛
村

言
及
の
早
さ
で
は
な
く
、
句
作
が
著
し
く
「
蕪
村
調
」
へ
傾
斜
し
た
点
に
あ
っ

た
と
言
え
る
。

　
　
五
月
雨
の
傘
破
れ
た
る
狂
女
か
な
　
　
森
々
（
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
8
・

　
　
７
・
６
）

　
　
河
童
身
を
投
げ
て
沈
み
も
や
ら
ず
朧
月
　
　
虚
子
（
「
青
年
文
」
明
治

　
　
2
9
・
２
）

　
　
使
者
コ
騎
大
手
は
い
る
や
春
の
風
　
　
子
規
（
「
青
年
文
」
明
治
2
9
・
４
）

　
こ
れ
ら
は
「
昼
舟
に
狂
女
の
せ
た
り
春
の
水
」
「
河
郎
の
恋
す
る
宿
や
夏
の

月
」
「
鳥
羽
殿
へ
五
六
騎
い
そ
ぐ
野
分
哉
」
（
全
句
『
蕪
村
句
集
』
所
収
）
等
に

着
想
を
得
て
い
る
が
、
当
時
「
狂
女
」
「
河
童
身
を
投
げ
て
」
「
騎
」
の
使
用
句

は
ほ
ぽ
皆
無
で
あ
っ
加
。
す
な
わ
ち
「
偕
村
調
」
は
語
彙
か
ら
し
て
特
異
だ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
こ
の
よ
う
な
「
蕪
村
調
」
は
、
そ
れ
自
体
が
挑
発
的
で
あ
っ
た
。
当
時

は
大
多
数
が
芭
蕉
崇
拝
で
あ
り
、
子
規
達
は
こ
の
趨
勢
を
否
定
す
る
た
め
「
蕪

村
調
」
を
誇
示
し
た
面
が
あ
る
。
従
っ
て
「
新
派
＝
蕪
村
調
＝
子
規
派
」
と
い

う
標
章
は
、
俳
壇
に
出
現
し
た
野
蛮
な
閑
入
者
を
意
味
し
、
そ
の
是
非
は
喧
騒



を
極
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
、
近
年
、
蕪
村
を
崇
拝
す
る
も
の
二
種
あ
り
。
一
は
そ
の
句
体
の
奇
な
る

　
　
を
愛
て
自
ら
蕪
門
と
唱
へ
、
狂
漢
の
墜
言
に
ひ
と
し
き
句
を
吐
く
も
の
と

　
　
す
。
（
『
益
村
句
文
集
』
三
森
松
江
序
、
明
倫
社
、
明
治
2
9
ニ
ゾ

　
ニ
、
蕪
村
く
と
て
蕪
村
を
崇
拝
す
る
は
日
本
新
聞
の
開
示
す
る
処
な
り
。

　
　
（
檜
笠
生
「
岡
両
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
1
6
5
号
、
明
治
2
9
・
７
）

　
三
、
新
派
の
徒
が
俳
は
た
だ
調
を
荒
う
し
句
を
硬
く
す
る
を
以
て
能
事
と
す
。

　
　
（
大
野
洒
竹
「
俳
諧
小
言
」
、
「
秋
の
声
」
４
号
、
明
治
3
0
・
２
）

　
四
、
蕪
村
の
門
派
か
、
子
規
の
亜
流
か
、
余
こ
れ
を
知
ら
ず
。
（
略
）
蕪
村

　
　
を
学
ぶ
は
可
し
、
た
ゞ
こ
れ
を
学
ぶ
に
殊
更
に
其
句
調
を
贅
牙
に
し
て
世

　
　
を
驚
か
さ
ん
と
す
る
は
浅
し
。
（
無
署
名
「
『
文
庫
』
の
俳
句
」
、
「
文
庫
」

　
　
明
治
3
0
・
５
）

　
一
上
一
は
三
森
幹
雄
派
俳
書
と
俳
誌
、
三
は
尾
崎
紅
葉
ら
秋
声
会
の
機
関
誌
、

四
は
文
学
雑
誌
で
あ
り
、
多
様
な
派
か
ら
の
「
蕪
村
調
」
批
判
で
あ
っ
た
と
理

解
さ
れ
よ
う
。
「
盛
村
調
」
非
難
は
、
以
後
も
頻
出
し
て
い
る
の
で
あ
仙
。

　
他
に
子
規
達
が
横
紙
破
り
の
俳
人
で
あ
っ
た
理
由
が
存
在
し
、
そ
れ
は
連
句

に
関
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。

四
、
「
書
生
」
の
連
句
否
定

書
生
的
人
物
、
す
な
わ
ち
他
人
の
前
を
憚
ら
ず
安
座
し
、
焼
芋
、
前
回

　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

　
　
を
か
ぢ
り
て
太
平
楽
を
吐
く
輩
の
ご
と
き
、
狂
言
を
吐
き
以
て
詩
な
り
と

　
　
し
て
足
れ
り
と
す
る
者
の
ご
と
き
は
、
整
々
堂
々
た
る
儀
式
に
お
け
る
挙

　
　
動
、
す
な
わ
ち
連
句
の
真
境
は
夢
に
だ
も
窺
ひ
知
る
能
は
ざ
る
と
こ
ろ
な

　
　
り
。
（
巨
口
「
連
句
の
地
位
に
就
て
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
皿
号
、
明
治
3
2
・

　
　
３
）

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
匠
達
に
よ
れ
ば
子
規
達
は
連
句
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

「
書
生
的
人
物
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
書
生
」
は
帝
国
大
学
等
に
通
う
青
年
達
を
指
す
が
、
社
会
通
念
外
の
人
間

と
い
う
意
が
多
分
に
強
く
、
子
規
達
は
い
わ
ば
「
呑
気
な
青
二
才
」
と
鄭
楡
さ

れ
た
の
で
あ
っ
加
。
十
七
字
の
俳
句
の
み
句
作
と
す
る
現
在
で
は
実
感
の
湧
か

な
い
批
判
だ
が
、
当
時
連
句
が
巻
け
る
か
否
か
は
重
要
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
期
、
芭
蕉
に
お
い
て
重
き
を
な
し
た
の
は
一
人
で
詠
む
発
句
で
は
な
く
、

連
衆
と
巻
く
連
句
で
あ
っ
た
。
蕪
村
の
時
期
に
は
発
句
の
み
詠
ま
れ
る
こ
と

が
顕
著
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
連
句
は
権
威
を
有
し
、
明
治
期
に
お
い
て
も

上
手
に
連
句
を
捌
け
る
か
否
か
が
宗
匠
の
価
値
基
準
で
あ
っ
た
と
言
え
拡
。

　
其
角
堂
永
機
門
人
の
立
机
に
百
韻
十
巻
満
尾
が
条
件
と
さ
れ
た
こ
と
は
一
章

で
紹
介
し
た
。
百
韻
と
は
長
句
（
五
七
五
）
短
句
（
七
七
）
を
百
句
連
ね
る
連

句
で
あ
り
、
宗
匠
た
る
も
の
三
日
間
で
独
吟
（
一
人
で
詠
む
こ
と
）
百
韻
を
十

作
品
巻
く
技
量
が
建
前
と
し
て
で
も
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
旧
派
の
雄
、
三
森
幹
雄
の
俳
誌
「
明
倫
雑
誌
」
が
蕉
門
の
選
集
（
芭
蕉
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

わ
っ
た
作
品
集
）
の
連
句
解
釈
を
巻
頭
近
く
に
掲
げ
続
け
た
の
も
発
句
よ
り
連

句
を
上
位
と
し
た
例
で
あ
ろ
う
。
宗
匠
達
の
集
う
記
念
行
事
等
で
は
連
句
が
多

く
巻
か
れ
る
な
ど
、
俳
諧
の
看
板
は
あ
く
ま
で
連
句
で
あ
っ
加
。

　
し
か
し
、
子
規
達
は
連
句
を
否
定
し
て
お
り
、
明
治
二
六
年
に
「
発
句
は
文

学
な
り
・
、
連
俳
は
文
学
に
非
ず
」
（
「
芭
蕉
雑
談
」
、
「
日
本
新
聞
」
1
2
・
2
2
）
と

宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
俳
諧
宗
匠
の
拠
り
所
を
失
い
か
ね
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。

　
近
代
以
降
、
連
句
は
各
人
が
自
由
に
連
想
を
連
ね
る
文
学
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、

実
際
は
式
目
（
連
句
を
巻
く
上
で
の
規
則
）
に
沿
っ
て
詠
む
文
学
で
あ
る
。
従

っ
て
発
句
の
み
詠
む
者
に
式
目
は
理
解
で
き
ず
、
連
句
を
巻
け
る
者
が
宗
匠
の

証
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
連
句
の
有
無
が
問
題
と
な
る
の
は
、
一
つ
に
点
取
発
句
（
懸
賞
目
当
て
の
投

句
）
に
惑
溺
す
る
者
と
の
差
別
化
が
あ
る
。
懸
賞
欲
し
さ
に
選
者
好
み
の
発
句

を
ひ
ね
る
輩
と
異
な
り
、
式
目
に
従
っ
て
連
句
を
巻
く
者
こ
そ
が
元
禄
期
の
芭

蕉
や
其
角
を
祖
と
す
る
正
風
俳
諧
の
継
承
者
で
あ
る
、
と
い
う
論
法
が
成
立
す

　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
た
め
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
俳
壇
か
ら
す
れ
ば
子
規
達
は
点
取
業
者
と
変
わ
ら
ぬ
輩
と
な
る
。

　
　
連
句
の
何
た
る
を
し
ら
ず
、
只
々
発
句
を
な
す
も
の
な
り
。
こ
の
部
分

　
甚
だ
閥
大
に
し
て
、
世
に
お
お
よ
そ
俳
諧
を
非
と
目
せ
ら
る
よ
ち
の
は
こ

　
の
部
分
に
あ
り
。
し
か
し
て
こ
れ
を
大
別
せ
ば
、
一
は
点
取
と
し
、
一
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
　
新
聞
連
と
す
。
（
大
眠
子
「
俳
諧
界
の
種
別
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
1
8
0
号
、
明

　
　
治
3
1
・
１
）

　
「
新
聞
連
」
、
す
な
わ
ち
子
規
達
は
点
取
と
同
列
で
あ
り
、
両
者
は
俳
諧
で
は

な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
子
規
達
は
連
句
を
手
放
し
た
訳
で
は
な
く
、
雑
誌
に
歌
仙
（
長
短
三

六
句
の
連
句
）
等
を
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
歌
仙
に
対
す
る
同
時
代
評
が
興
味

深
い
。
次
は
「
め
さ
ま
し
草
」
巻
之
七
（
明
治
2
9
・
７
）
発
表
歌
仙
に
対
す
る

評
で
あ
る
。

　
　
　
初
折
も
名
残
も
総
て
同
じ
調
子
の
み
並
び
た
る
も
可
笑
し
。
要
す
る
に

　
　
首
尾
余
り
に
単
調
に
し
て
、
こ
れ
が
俳
句
に
名
を
得
し
子
規
一
派
の
俳
諧

　
　
か
と
驚
か
る
ふ
心
か
り
な
り
。
（
略
）
願
は
く
ば
少
し
く
自
重
修
養
し
て
、

　
　
俗
俳
連
を
し
て
漫
り
・
に
新
派
を
高
下
せ
し
む
る
の
口
実
を
作
ら
ざ
れ
。

　
　
（
無
署
名
「
日
本
派
の
俳
諧
」
、
「
帝
国
文
学
」
明
治
2
9
・
９
）

　
こ
の
よ
う
に
子
規
ら
の
歌
仙
は
「
単
調
」
と
批
判
さ
れ
た
。
変
化
を
尊
ぶ
連

句
は
式
目
を
設
け
る
こ
と
で
長
短
句
の
あ
り
様
を
定
め
て
お
り
、
連
衆
は
式
目

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
詠
み
あ
徊
。
そ
れ
が
「
単
調
」

と
は
子
規
達
が
連
句
に
疎
い
こ
と
を
指
摘
し
た
に
等
し
い
。

　
で
は
ど
こ
が
「
単
調
」
で
あ
る
か
、
作
品
の
二
、
三
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
使
者
の
役
目
の
は
て
し
草
臥
　
　
　
　
　
　
子
規
　
　
（
初
折
裏
・
二
）

　
　
冬
ご
も
る
天
井
に
反
古
を
張
り
つ
め
て
　
　
紅
緑
　
　
（
同
　
　
・
三
）



　
　
梵
論
寺
も
来
れ
ば
炭
売
も
来
る
　
　
　
　
　
碧
梧
桐
　
（
同
　
　
・
四
）

　
一
番
目
の
子
規
句
（
初
折
裏
二
句
目
）
「
使
者
」
は
式
目
上
「
人
倫
」
（
人
間

を
指
す
語
）
に
属
す
る
。
人
倫
は
二
句
続
け
て
も
よ
く
、
ま
た
二
句
去
（
使
用

後
は
二
句
空
け
る
こ
と
）
を
通
例
と
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
三
番
目
の
碧
梧

桐
句
（
四
句
目
）
が
式
目
に
反
し
て
い
た
。
「
梵
論
寺
（
虚
無
僧
の
旧
称
）
」

「
炭
売
」
が
人
倫
で
あ
る
た
め
二
句
去
に
抵
触
し
、
こ
れ
は
「
観
音
開
き
（
輪

廻
と
も
）
」
と
呼
ば
れ
忌
避
さ
れ
る
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
連
句
は
直
前
句
の
世

界
か
ら
離
れ
た
句
作
を
尊
ぶ
た
め
で
あ
り
、
従
っ
て
「
初
折
裏
二
句
目
（
子

規
）
、
三
句
目
（
紅
緑
）
、
四
効
目
（
碧
梧
桐
）
」
の
順
列
で
子
規
と
碧
梧
桐
が

人
倫
を
詠
ん
で
し
ま
っ
て
は
滑
ら
か
な
変
化
が
発
生
し
な
い
。
ま
た
歌
仙
を
見

渡
し
か
際
「
炭
売
・
鋭
売
・
近
江
商
人
・
鰯
売
る
」
と
い
っ
た
同
種
の
語
が
多

用
さ
れ
た
の
は
明
ら
か
な
偏
り
で
あ
る
。

　
観
音
開
き
を
も
う
一
例
挙
げ
よ
う
。

　
　
山
本
は
隣
つ
で
き
に
筧
し
て
　
　
肋
骨
　
　
（
名
残
表
・
三
）

此
頃
出
来
し
屠
牛
場
も
あ
り
　
　
碧
梧
桐
　
（
同

荷
前
は
荷
莉
玉
の
変
化
に
て
　
　
虚
子
　
　
（
同

五　四

－　－

　
こ
の
流
れ
は
式
目
に
反
し
な
い
が
肋
骨
句
と
虚
子
句
が
問
題
で
あ
っ
た
。

「
～
は
～
に
て
」
な
る
表
現
が
観
音
開
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
歌
仙
は
幾
種
類
も
の
素
材
を
詠
む
の
が
良
い
と
さ
れ
、
全
体
を
見
渡

し
た
時
、
複
数
の
素
材
が
散
ら
ば
る
作
品
は
均
整
の
取
れ
た
連
句
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

と
こ
ろ
が
、
子
規
ら
の
歌
仙
は
「
降
物
（
雨
、
雪
等
）
」
「
聳
物
（
霞
、
煙
等
し

か
存
在
せ
ず
、
「
名
所
（
松
島
、
吉
野
等
）
」
「
旅
」
は
Ｉ
例
の
み
で
あ
る
の
に

対
し
、
人
倫
が
Ｉ
〇
句
以
上
詠
ま
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
細
目
に
渡
る
式
目
を
あ
え
て
子
規
ら
に
当
て
は
め
た
の
は
、
先
述

し
た
「
帝
国
文
学
」
記
者
が
「
輪
廻
」
等
の
語
で
も
っ
て
彼
ら
の
歌
仙
を
批
判

し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
も
歌
仙
を
「
単
調
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

「
帝
国
文
学
」
記
者
で
す
ら
式
目
と
歌
仙
の
流
れ
を
そ
れ
な
り
に
理
解
し
て
い

た
。
俳
諧
宗
匠
達
に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
は
ず
で
あ
緬
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
見
に
お
い
て
も
子
規
達
は
式
目
と
そ
の
意
義
を
理
解
し
て

お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
こ
の
歌
仙
で
は
式
目
を
度
外
視
す
れ
ば
連
句
が
「
単

調
」
に
陥
り
や
す
い
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
規
ら
の
歌
仙
は
「
書
生
」
と
擲
楡
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

宗
匠
達
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
は
奇
態
な
「
蕪
村
調
」
を
恣
に
し
、
連
句
を
「
単

調
」
に
し
か
巻
け
な
い
「
書
生
的
人
物
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
問
　
頬
祭
書
犀
王
人
と
い
ふ
は
俳
諧
師
に
や
、
又
新
聞
記
者
に
や
。
答

　
　
新
聞
記
者
な
り
。
言
一
森
幹
雄
「
第
二
俳
諧
問
答
」
、
「
文
学
心
の
た
ね
」

　
　
４
号
、
明
治
2
9
・
５
）

　
明
治
二
〇
年
代
、
「
俳
諧
師
」
と
は
立
机
等
を
経
て
庵
号
を
冠
し
、
式
目
を

踏
ま
え
た
連
句
を
巻
く
宗
匠
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
子
規
達
を
俳
壇
外
の
素
人
と

し
た
の
で
あ
る
。

三
一



俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

お
わ
り
に

　
俳
人
子
規
は
明
治
二
五
年
か
ら
発
言
し
始
め
た
が
、
俳
壇
に
と
っ
て
無
視
し

え
な
い
存
在
と
な
る
の
は
明
治
二
八
年
以
降
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
日
清
戦
後
の

俳
句
流
行
と
俳
壇
全
体
の
蕪
村
熱
、
ま
た
「
俳
諧
風
聞
記
」
が
大
き
く
与
っ
て

い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
子
規
達
が
注
目
さ
れ
、
多
数
の
評
が
巻
き
起
こ
っ

た
時
、
俳
諧
宗
匠
達
は
次
の
よ
う
に
評
し
た
。
「
芭
蕉
を
軽
ん
じ
、
『
蕪
村
調
』

を
弄
し
、
連
句
に
見
向
き
も
し
な
い
新
聞
記
者
と
『
書
生
的
人
物
』
達
」
。
こ

の
彼
ら
の
あ
り
よ
う
は
子
規
死
後
も
批
判
の
的
と
な
る
。

　
・
子
規
、
い
ま
だ
入
る
事
能
は
ざ
り
し
連
句
と
云
ふ
も
の
に
至
り
て
は
、

　
　
文
学
に
あ
ら
ず
と
論
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
一
々
変
化
し
て
そ
の
止
ま
る

　
　
処
を
知
ら
ず
と
い
ふ
に
あ
り
。
愚
も
ま
た
甚
し
と
言
は
ん
や
。
（
略
）
い

　
　
よ
く
子
規
が
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
の
極
点
な
り
。
言
一
森
幹
雄
「
明
倫
講

　
　
話
代
二
十
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
2
2
8
号
、
明
治
3
5
・
1
2
）

　
・
新
派
に
つ
い
て
な
ほ
一
言
せ
ざ
る
を
え
ず
。
（
略
）
多
く
は
詩
美
を
解
せ

　
　
ざ
る
墜
語
の
み
、
そ
れ
を
も
恥
じ
ず
新
聞
誌
上
に
掲
げ
、
雑
誌
を
発
刊

　
　
し
、
（
略
）
既
に
彼
等
が
泰
斗
視
せ
る
子
規
子
も
、
病
死
の
際
に
至
り
開

　
　
悟
の
姿
見
え
し
に
、
早
世
せ
し
は
遺
憾
な
り
。
彼
、
今
日
ま
で
生
き
延

　
　
び
た
ら
ん
に
は
必
ず
我
が
門
に
入
し
な
ら
ん
。
（
園
亭
萎
文
「
論
説
」
、

　
　
「
俳
諧
白
嶺
集
」
４
巻
、
明
治
3
8
・
７
）

三
二

　
こ
れ
ら
か
ら
、
子
規
の
俳
句
革
新
が
瞬
時
に
完
成
し
た
訳
で
は
な
く
周
囲
に

数
々
の
摩
擦
や
抵
抗
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
時
、
俳
人
子
規
は
従
来
と
異
な
る
位
相
に
位
置
す
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
俳
句
は
文
学
の
一
部
な
り
、
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
、
故
に
美
の
標

　
　
準
は
文
学
の
標
準
な
り
、
文
学
の
標
準
は
俳
句
の
標
準
な
り
（
子
規
「
俳

　
　
諧
大
要
」
、
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
8
・
1
0
・
2
2
）

　
引
用
文
は
五
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
読
売
新
聞
」
俳
論
同
様
の
調
子
で
あ
り
、

こ
れ
は
子
規
が
俳
諧
宗
匠
三
森
幹
雄
に
「
新
聞
投
書
家
」
と
一
笑
さ
れ
る
よ
う

な
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
実
際
に
子
規
は
「
新
聞
記

者
」
と
鄭
楡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
俳
人
子
規
像
を
理
解
す
る
た
め
、
彼
が
部
外
者
と
さ
れ
、
そ
し

て
反
発
を
招
き
な
が
ら
僅
か
数
年
で
俳
壇
の
注
目
の
的
と
な
っ
た
こ
と
の
意
味

を
、
今
後
は
同
時
代
資
料
に
沿
っ
て
解
釈
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

注①
　
子
規
同
時
代
評
の
主
要
先
行
研
究
は
、
出
典
明
記
の
基
本
資
料
と
し
て
『
近
代
文

　
学
研
究
叢
書
』
６
巻
所
収
「
正
岡
子
規
　
資
料
年
表
」
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学

　
研
究
室
、
昭
和
3
2
・
５
・
2
0
、
松
本
幸
執
筆
）
が
あ
る
。
出
典
は
文
学
雑
誌
が
多
い
。



　
市
川
一
男
『
近
代
俳
句
の
あ
け
ぼ
の
』
（
中
央
公
論
事
業
出
版
、
昭
和
5
0
・
４
・
2
0
）

　
は
俳
壇
全
体
を
見
渡
す
際
に
有
益
で
あ
り
、
ま
た
俳
諧
宗
匠
達
の
子
規
評
を
多
数
紹

　
介
し
て
い
る
。
村
山
古
郷
『
明
治
俳
壇
史
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
5
3
・
９
・
2
5
）
、
同

　
『
明
治
大
正
俳
句
史
話
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
5
7
・
４
・
1
5
）
は
典
拠
不
明
が
多
い
が

　
宗
匠
及
び
他
俳
人
ら
の
子
規
評
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
本
稿
紹
介
の
「
俳
諧
矯
風

　
雑
誌
」
「
鴨
乗
新
誌
」
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
等
の
い
わ
ゆ
る
旧
派
俳
誌
、
ま
た
「
帝
国

　
文
学
」
「
文
庫
」
等
の
子
規
評
は
洩
れ
て
い
る
た
め
、
総
合
的
な
調
査
が
待
た
れ
る
。

②
　
子
規
は
明
治
二
五
年
以
前
に
句
作
等
を
発
表
し
て
い
る
が
、
俳
人
と
し
て
意
識
的

　
か
つ
定
期
的
な
公
表
は
明
治
二
五
年
で
あ
り
、
従
っ
て
俳
人
子
規
の
出
発
年
と
し
た
。

③
　
明
治
二
五
年
、
小
説
家
を
断
念
し
た
子
規
は
屈
託
と
と
も
に
俳
人
を
選
択
せ
ざ
る

　
を
得
な
か
っ
た
　
　
多
く
の
評
伝
は
、
こ
の
年
を
子
規
の
人
生
の
節
目
と
し
て
い
る
。

　
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
2
1
　
正
岡
子
規
』
（
新
潮
社
、
昭
和
6
1
・
１
・
2
5
、
評
伝

　
執
筆
は
和
田
茂
樹
）
等
が
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

④
　
以
上
は
勝
峯
晋
風
『
明
治
俳
諧
史
話
』
（
大
誠
堂
、
昭
和
９
・
1
2
・
2
0
）
所
収

　
「
新
判
者
七
名
の
大
挙
立
机
」
か
ら
の
再
説
で
あ
る
。
同
書
は
「
名
家
の
嗣
号
争
ひ

　
と
僣
号
」
「
春
秋
庵
嗣
号
問
題
の
裏
面
」
「
俳
想
の
自
由
な
見
外
の
句
」
等
で
、
明
治

　
維
新
の
混
乱
に
乗
じ
信
号
す
る
宗
匠
や
由
緒
あ
る
庵
号
を
狙
っ
て
画
策
す
る
宗
匠
達

　
を
伝
え
て
お
り
、
ま
た
「
芹
舎
の
八
十
賀
と
洋
水
園
句
集
」
で
は
花
の
本
号
の
権
威

　
を
指
摘
し
て
い
る
。
詳
細
は
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
当
時
は
庵
号

　
に
権
威
や
利
権
等
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

⑤
　
前
掲
『
明
治
俳
諧
史
話
』
所
収
「
其
角
堂
の
嗣
号
代
は
金
三
百
円
」
に
逸
話
が
載

　
る
。

⑥
　
森
論
の
直
前
に
石
鶯
子
（
此
華
庵
、
石
川
鶯
州
）
が
俳
論
を
連
載
し
（
読
売
新
聞
、

　
明
治
2
3
・
７
・
1
6
～
2
5
）
、
俳
諧
は
新
時
代
の
「
宗
教
文
学
」
（
７
・
1
6
）
た
る
べ
き

　
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
俳
諧
が
「
文
学
」
と
し
て
把
握
さ
れ
始
め
て
い
た

　
こ
と
が
窺
え
る
。

俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

⑦
　
当
時
、
三
森
幹
雄
は
「
俳
諧
矯
風
会
」
を
結
成
し
て
俳
諧
改
良
運
動
を
推
進
し
て

　
い
た
た
め
、
俳
壇
外
の
素
人
に
よ
る
改
良
論
が
側
に
障
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

⑧
　
三
森
幹
雄
に
関
し
て
は
、
関
根
林
吉
『
三
森
幹
雄
評
伝
』
（
私
家
版
、
平
成
1
4
・

　
７
・
ぺ
「
俳
句
研
究
」
昭
和
5
3
・
４
～
1
1
月
連
載
）
及
び
前
掲
『
明
治
俳
諧
史
話
』

　
『
近
代
俳
句
の
あ
け
ぼ
の
』
、
越
後
敬
子
「
明
治
俳
壇
の
一
様
相
－
幹
雄
の
動
向
を
中

　
心
と
し
て
ー
」
ス
連
歌
俳
諧
研
究
」
8
7
号
、
平
成
６
・
７
）
等
に
詳
し
い
。
な
お
、

　
拙
稿
「
正
岡
子
規
に
寄
せ
ら
れ
た
同
時
代
評
」
（
「
俳
文
学
研
究
」
肘
号
、
平
成
1
7
・

　
1
0
）
、
同
「
明
治
俳
諧
の
『
余
情
』
と
『
肩
亘
』
（
「
日
本
近
代
文
学
」
7
5
集
、
平
成

　
1
8
・
1
1
1
1
）
で
三
森
幹
雄
等
の
子
規
評
を
紹
介
し
た
。

⑨
復
本
一
郎
『
子
規
と
の
対
話
』
言
巴
書
林
、
平
成
1
5
・
９
・
５
）
に
、
両
者
の
応
酬

　
に
関
す
る
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
そ
の
応
酬
の
分
析
に
拙
稿
「
明
治
俳
諧
の
『
余

　
情
』
と
『
口
（
言
』
」
（
前
掲
）
が
あ
る
。

⑩
　
「
鴨
東
新
誌
」
9
6
号
（
明
治
2
6
）
三
丁
表
に
「
瀬
祭
書
屋
俳
話
　
加
賀
の
千
代
」

　
（
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
5
・
７
・
６
）
、
三
丁
裏
に
「
熊
祭
書
屋
俳
話
　
扨
は
あ
の
月

　
が
鳴
い
た
か
時
鳥
」
（
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
5
・
６
・
2
7
）
が
転
載
さ
れ
る
。
転
載
の

　
順
番
か
ら
察
す
る
に
新
聞
連
載
時
で
は
な
く
単
行
本
『
熊
祭
書
屋
俳
話
』
（
日
本
新

　
聞
社
、
明
治
2
6
・
５
）
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
四
丁
表
に
子
規
名
を

　
明
記
し
た
記
事
（
「
文
学
者
十
二
ヶ
月
」
、
「
早
稲
田
文
学
」
4
8
号
、
明
治
2
6
・
９
）

　
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
『
発
句
作
法
指
南
』
は
史
観
、
分
析
と
も
に
見
識
が
備
わ
っ
て
お
り
、
其
角
堂
機

　
一
が
豊
富
な
教
養
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
微
妙
な
表
現
に
な
る
が
、

　
子
規
が
批
判
す
る
に
足
る
宗
匠
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
花
の
本
聴
秋
は
巌
谷
小
波

　
や
尾
崎
紅
葉
ら
と
懇
意
で
あ
り
、
子
規
等
の
情
報
が
流
れ
て
く
る
人
脈
が
あ
っ
た
と

　
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
よ
う
な
見
識
や
人
脈
を
有
し
か
俳
諧
宗
匠
は
ご
く

　
一
部
で
あ
っ
た
。

⑩
「
明
倫
雑
誌
」
所
載
の
『
発
句
作
法
指
南
』
批
判
は
管
見
で
は
1
3
9
号
（
明
治
2
5
・

三
三



　
　
　
　
　
俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

　
1
2
）
、
ｍ
号
（
明
治
2
6
・
２
）
、
1
4
2
号
（
明
治
2
6
・
３
）
、
1
4
4
号
（
明
治
2
6
・
５
）
、
1
4
5

　
号
（
明
治
2
6
・
６
）
に
載
り
、
筆
者
は
繊
崎
潭
龍
で
あ
る
。
「
明
倫
雑
誌
」
は
俳
諧

　
宗
匠
達
の
俳
誌
で
例
外
的
に
論
評
等
を
掲
載
し
た
が
、
潭
龍
論
は
異
例
に
長
い
。

　
『
発
句
作
法
指
南
』
が
同
業
の
宗
匠
達
に
反
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
ま
た
「
瀬
祭
書
屋
俳
話
」
評
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
所
蔵
の
「
明
倫
雑
誌
」
は
欠

　
号
が
多
い
た
め
調
査
が
困
難
で
あ
り
、
評
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
調

　
査
に
待
ち
た
い
。

⑩
　
文
学
雑
誌
で
は
、
「
現
時
の
俳
諧
論
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
3
3
号
、
明
治
2
6
・
２
）
、

　
内
田
魯
庵
「
『
頬
祭
書
屋
俳
話
』
を
読
む
」
（
「
国
民
之
友
」
2
7
5
号
、
明
治
2
8
・
1
2
）

　
等
が
子
規
俳
論
を
評
す
る
な
ど
、
子
規
は
折
に
触
れ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
宗
匠
達

　
よ
り
文
学
関
係
者
に
注
目
さ
れ
た
と
い
う
点
に
、
当
時
の
子
規
の
位
相
が
窺
え
る
。

⑩
　
日
清
戦
後
の
俳
句
流
行
の
是
非
を
論
じ
た
も
の
に
「
文
壇
軽
浮
の
調
」
（
「
帝
国
文

　
学
」
明
治
2
9
・
７
）
等
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
は
当
時
の
文
学
雑
誌
に
散
見
さ
れ

　
る
。

⑤
「
俳
諧
風
聞
記
」
直
前
に
無
署
名
「
近
時
の
俳
壇
」
（
「
帝
国
文
学
」
明
治
2
8
・
５
）

　
が
「
新
派
＝
尾
崎
紅
葉
・
正
岡
子
規
」
の
見
取
図
を
提
示
し
て
い
た
。
知
十
も
こ
の

　
知
見
を
参
照
し
て
い
る
。

⑩
　
明
治
三
〇
年
前
後
の
蕪
村
関
連
出
版
は
、
越
後
敬
子
「
明
治
俳
壇
の
一
様
相
－
俳

　
諧
明
倫
講
社
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
」
（
「
実
践
国
文
学
」
4
8
号
、
平
成
７
・
1
0
）
に

　
詳
し
い
。
ま
た
、
子
規
以
前
に
も
蕪
村
に
言
及
す
る
俳
人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て

　
い
た
。
な
お
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
た
も
の
に
拙
稿
「
明
治
旧
派
の
蕪
料
言
及
記
事
紹

　
介
」
（
「
大
阪
俳
文
学
研
究
会
会
報
」
4
1
号
、
平
成
1
9
・
1
0
）
が
あ
る
。

⑤
　
子
規
ら
の
詠
ん
だ
「
狂
女
」
「
河
童
」
「
身
を
投
げ
る
」
「
一
騎
」
が
い
わ
ゆ
る
旧

　
派
に
使
用
さ
れ
た
か
否
か
を
試
み
に
宗
匠
達
の
俳
誌
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
の

　
「
明
倫
雑
誌
」
七
冊
（
明
治
2
7
～
2
8
）
、
静
岡
の
「
花
の
朝
集
」
三
冊
（
明
治
2
7
）
、

　
京
都
の
「
鴨
東
新
誌
」
一
冊
（
明
治
3
0
）
、
大
阪
の
「
風
雅
の
栞
」
一
冊
（
明
治
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
に
お
け
る
約
一
〇
万
句
の
内
、
管
見
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。

⑨
　
『
蕪
村
句
文
集
』
に
は
奥
付
が
な
い
た
め
、
越
後
敬
子
「
明
治
俳
壇
の
一
様
相
」

　
（
前
掲
）
の
調
査
に
従
っ
た
。

⑩
　
子
規
ら
「
蕪
村
調
」
の
批
判
と
し
て
、
文
学
雑
誌
で
は
無
署
名
「
俳
壇
近
況
」

　
（
「
帝
国
文
学
」
明
治
2
9
二
号
、
宗
匠
の
俳
誌
で
は
無
署
名
「
他
山
之
石
」
（
「
正
風

　
倶
楽
部
」
１
号
、
明
治
3
0
・
５
）
等
が
あ
る
。
批
判
は
明
治
三
〇
年
前
後
の
諸
雑
誌

　
に
頻
出
し
て
い
る
。

⑩
「
書
生
」
達
は
、
例
え
ば
「
腺
朧
車
夫
書
生
達
に
撲
ら
る
」
（
読
売
新
聞
、
明
治

　
3
0
・
１
・
８
）
で
は
暴
行
に
及
び
、
「
書
生
騎
馬
に
て
保
証
人
を
祝
ぐ
」
（
読
売
新
聞
、

　
明
治
2
8
・
１
・
３
）
で
は
正
月
早
々
吉
原
の
付
馬
（
遊
興
代
未
払
の
た
め
廓
の
衆
が

　
家
ま
で
同
行
す
る
こ
と
）
と
と
も
に
保
証
人
の
家
を
訪
れ
る
と
い
っ
た
姿
が
報
道
さ

　
れ
て
い
る
。

⑤
　
俳
諧
は
江
戸
中
期
か
ら
発
句
主
義
へ
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
論
考
に
、

　
藤
田
真
一
　
『
蕪
村
　
俳
諧
遊
心
』
（
若
草
書
房
、
平
成
い
１
１
・
７
・
3
0
）
所
収
「
俳
諧

　
師
愉
山
」
、
横
井
武
次
郎
『
連
句
文
芸
の
流
れ
』
（
和
泉
書
院
、
平
成
１
・
２
・
2
5
）

　
所
収
「
十
四
　
蕉
風
復
興
」
～
「
一
六
　
俳
諧
の
終
焉
」
等
が
あ
る
。
と
同
時
に
江

　
戸
期
を
通
じ
連
句
に
権
威
が
あ
っ
た
こ
と
は
楼
井
武
次
郎
『
俳
諧
か
ら
俳
句
へ
』

　
（
角
川
書
店
、
平
成
1
6
・
1
0
・
3
0
）
所
収
「
近
世
の
付
合
文
芸
」
が
端
的
に
述
べ
る
。

⑩
「
明
倫
雑
誌
」
の
連
句
解
釈
は
四
六
号
（
明
治
1
7
・
９
）
頃
よ
り
始
ま
り
、
巻
頭

　
で
三
森
幹
雄
が
「
社
説
」
と
し
て
（
途
中
か
ら
「
講
義
」
）
行
っ
た
。
幹
雄
は
諸
注

　
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
芭
蕉
七
部
集
や
洒
堂
編
『
深
川
』
等
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

⑩
　
例
え
ば
、
芭
蕉
二
百
年
忌
出
版
の
晋
永
機
編
『
明
治
枯
尾
華
』
（
明
治
2
6
）
は
冒

　
頭
に
「
追
善
之
俳
諧
」
と
題
す
る
百
韻
を
巻
く
な
ど
、
追
悼
で
は
ほ
ぼ
連
句
が
巻
か

　
れ
た
。

⑩
　
当
時
、
点
取
は
社
会
に
弊
害
を
も
た
ら
す
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
無
署
名
「
風
流

　
壊
乱
」
（
読
売
新
聞
、
明
治
2
5
・
４
二
号
や
無
署
名
「
懸
賞
の
点
取
」
（
「
明
倫
雑



　
誌
」
1
3
7
号
、
明
治
2
5
・
1
0
）
は
、
点
取
が
俳
諧
を
既
め
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。

　
し
か
し
明
治
の
点
取
の
実
態
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

⑩
　
連
句
の
解
説
は
乾
裕
幸
・
白
石
悌
三
『
連
句
へ
の
招
待
』
（
和
泉
書
院
、
平
成

　
１
・
６
・
3
0
）
、
作
品
解
釈
の
例
は
上
野
洋
三
『
芭
蕉
七
部
集
』
（
岩
波
書
店
、
平
成

　
４
・
７
・
６
）
等
が
詳
細
で
あ
る
。

⑩
　
明
治
の
俳
諧
宗
匠
達
の
連
句
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

※
引
用
に
際
し
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
直
し
、
ル
ビ
及
び
圏
点
は
省
略
し
、
適
宜
清
濁

　
及
び
句
読
点
を
補
っ
た
。

俳
諧
を
知
ら
ざ
る
新
聞
記
者

三
五


